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険
料
を
納
め
た
と
こ
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か
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の
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度
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号
て
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し
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、
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障
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で
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和
五
年
四
月
一
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で
に
生
れ
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と
に
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て
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い
ま

こ
た
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は
も
ち
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昭
和
七
年
四
月
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昭
和
四
十
年
度
分
の
保
険
料
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踪
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
未
納
[

年
金
の
老
令
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
千
年
度
囮
月
分
か
ら
六
月
分
ま
で
の
保
｀
ま
ま
で
は
、
何
の
保
障
も
さ
れ
ま
せ
[
+
一
日
靡
納
閉
鎖
で
、
四

[

し

か

し

、

国

民

年

金

の

保

険

料

は

、

五

皮

料

は

、

今

年

の

七

月

末

日

ま

で

、

七

：

ん

。

エ

ー

一

年

度

の

税

の

収
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．
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が
で
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．
＇
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績
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＂
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；
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蒟
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受
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令
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縮
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華
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＆
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瓦
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。
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~
し
か
し
、
や
は
り
湿
度
が
高
く
む
し
こ
い
の
励
行
」
は
私
達
に
出
来
る
、
簡
単
~
受
診
希
望
者
は
、
六
月
末
日
迄
に
役
~

和

分

居

[
あ
っ
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
全
そ
し
か
も
最
も
効
果
的
な
予
防
法
で
す
。
贔
痴
住
眠
課
迄
お
申
込
下
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い
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宇

診
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診
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検

肱

検
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~
身
の
抵
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力
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の
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が
衰
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●
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の
場
合
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手
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ま
し[
:
t
-
i
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の
方
に
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無
料
又
は
一
部
[

）

ン

（

ン

小

ゲ

ゲ

ト
羹
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で
あ
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上
侭
、
生
水
、
生
魚
、
生
；
う
。
頁
担
に
よ
り
開
眼
手
術
が
行
な
わ
れ
ま
~

谷
ト

{
野
菜
を
食
ぺ
る
機
会
も
多
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従
っ
て
、
：

L

用
便
後

]
3
0

大

ン
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C
レ
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已吾口

診

核

核

i

手
、
指
を
介
し
て
口
よ
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入
る
消
化
器
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食

事

前

し

[
の
伝
染
病
が
多
発
す
る
傾
向
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強
い
よ
，
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食
事
の
調
理
妬
か
か
る
前
や
食
物
こ
実
施
月
日
七
月
十
コ
日

検

結

結

ン

り
]
九
時
＼
三
時
迄
~

i

を
取
扱
う
場
合

ゲ

ス

[

う

で

す

O

~
消
化
器
系
伝
染
病
を
予
防
す
る
に
は
、
9
4
1

特
匠
患
者
の
汚
物
の
つ
い
た
下
着
這
痴
所
五
十
崎
町
役
場

ト

フ
ン

ラ

レ
ラ

~
L
B

頃
か
ら
手
洗
を
励
行
す
る

C
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洗
濯
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後
五
開
眼
手
術
執
力
医
師

[
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飲
食
物
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調
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来
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だ
け
清
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畢
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核
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~
潔
に
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集
団
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~
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水
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汚
染
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防
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す
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。
ぃ
堂
の
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~
4

ネ
ズ
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ヽ
ゃ
昆
虫
治
す
匹
し
、
を
し
た

遺族会

婦人会役負会

郡恩連総会

結核レントゲン検診（正山小）

タバコ役畠会結核レントゲ

腸バラチフス

肱川中学校開校記念式

春の交通安全住民大会（肱川

結核レントゲン検診（中津）

価実施（宇和川〗、IE山 a 中居谷地区）

腸パラチフス予防注射（大谷）

（大谷）

川上地区小，中学校競技大会（肱川中）

生ワクチン投与口役場）
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金

月

火

水

献立

じゃがいも

そうめん汁

瀬戸楊汁

ゼンザイ リンゴ

こま
鉄火

焼きそば

ルーツ

マカロニかき楊

サラダ

オーロラ

卵うどん

炒り豆腐

ソーセージカレー揚汁

サラダ

築前

焼きピーフン

フルーツサラダ

名 堡墾材料
鶏肉ジャガイモ ， こんにゃく ピ—ス氾ず
そうめ／v 人参シ，•ヶち（わ油楊煮干卵

瀬戸揚げ豆腐ジャガイモワカメ人参玉ネギ

小豆砂糖小麦粉砂糖粉乳リンゴ

ジャガイモキウリ ちくわキャベッどま食油

ぁじ己にゃく人参ジャガイモ玉ネギネギ

芍よ豚肉玉ネギ人参キャベッいからくわ

リンゴパインミカン臼玉粉

マカロニ玉ネギ人参ちくわネギピース

ジャガイモキウリ玉ネギ人参ソーセージ

鶏肉ジャガイモ玉ネギ人参ゲチャップピース

うどん卵人参ネギ油揚ち〈わ

キャベツ人参玉ネギ卵さつま紗ず

ソーセージカレー粉小麦粉食油卵ネギ

マカロニソーセ—ジ人参キャベツ リンゴキウリ

鶏肉ちくわ人参乙妙Cゃ〈 ごほう 、ジャガイモ

ビーフン豚肉さつま秒ず玉ネギ人参

ジャガイモキウリ玉ネギミカンソーセージ
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9潟
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918 
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851 
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28.5 
24.5 
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27,6 

36.9 

37.9 

47. 1 

39.8 

36.9 

38蟻 9

38. 7 

33.9 

35.4 

37. l 

42.4 

35.3 

痴疇，

37.8 

39.3 

35.9 

38.5 
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媛
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、
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年
・
十
月
採
用

●
予
定
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優
れ
た
若
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

~
0
採
用
予
定
人
員
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二
十
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一
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昭
和
十
六
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四
月
二
日
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ら

昭
和
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十
四
年
四
月
一
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ま

で
に
生
ま
れ
た
男
子

次
試
験
七
月
九
日
（
日
）

松
山
二
四
条
疇
宇
和
島

詳
し
い
こ
と
は
、
も
よ
り
の
派
出
所
、
．

在
所
又
は
警
察
署
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。
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第
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磨良 たん
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安 地域発展はお互いの手で：9が
く そこ会=会之去之．マ＾之玄な":',-..:•一ごぷごなをご2之芦玄窒ななな苓なに対発
てで・ よす足
油食立で命店代 かがい値にがるれ 入山五がのりるし

りるもも努とで現とあと段は‘事相勿さ等十大もま調ま
まだた皆力しな在思る言の悪ーと当論れ肱崎洲のす査し
すけい様してくはわのつもい面はのそて川‘‘はとをて
の御とのても ‘それでたの品に思理れい町内八ほ食致―

で、注願詮‘ー地ん主は先しではい由に芍外子幡と品し面
文い役少生元なすな入か高田まがはすで‘浜ん以文皆

利 安音清和

何に‘にし懸商時°い感ない舎すあそ°眺松‘ど外しさ 之静盛澄政弘長
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向のは程なで地に様 区るわりなる豊利 卒
け利現度く出元応の御へとけ地るこか益地御 璽文五
へた益在でとるでじ御利流‘で元ゎと匠が元利 同渡月

しり対り分のもも方用た利用れそす利け陀な地で用 意辺三

充す‘を倍御皆もが仕用をてれ°用でなれ元買を鼻 決収十
‘‘すする納品七利さなす入の頂しだ他を‘りばへつぢ 定入一
0 0御税をか用んくむれ動く吃け地考ぉ、そ桟て願 し役日

元そお恩を安く頂のななが向とい全区え互従れり頂い た任臨
し買報しくのけ全るら出がなま部でていつに‘き致 °期時

たす利れ消だ何来われすの買頂にて応地支し 満町
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出し方を地のう他わり自 金れた来がてのとす に
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んた家と
りたっとかがをなへ
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わ多い学休見‘もすに ごしみ‘がなて六か過 りぷ気て初
れいや校みし耳あ°が なぷ充大もい他ん年保 すっむいの
たもだ（（C たたがり時原 しるし体の子の‘寄護 るたずた四
との°行がり遠ー史に因 に e ょ次ょど友ありの 詮りかの月
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もをと この匠芦学こべ任こ学る、 (3)てかでく あし 克な＼＾が
そ＇、早か親とわはと校どきがど校 益あ妬含相どるた咤すいわっ
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(?）式物身す茫きは活はしるよら校なたのよしなう校神 と 1乞服
鼠せ紀の゜充っ自妬‘ょとりいをたいだうて場でき経 か．と
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叫文どす 切どに°十 省にはゆし さお活と とこ あい
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せらがよ もう りもと
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